
令和２年度北本市まちづくり市民アンケート調査（新型コロナ関連部分）　■市民アンケート設問案

分類 番号 質問項目 質問文・選択肢 回答項目 回答方式 ※備考

あなたの現在の心身の状況について、以下の項目にどの程度あてはまるかお答えください。

Q1.1 ①感染症の問題が続くことへの気疲れ

Q1.2 ②外出や趣味の行動が気軽にできないイライラ、欲求不満

Q1.3 ③店頭での品薄や品切れでほしいものが手に入らないイライラ、欲求不満

Q1.4 ④最近、身体を動かす機会が減っている

Q1.5 ⑤感染症の問題以後、心身の不調を感じる

Q1.6 ⑥自分自身が感染するか、不安を感じる

新型コロナウイルス感染症を知ってから、あなたが具体的に不安を感じていることはあります

か。以下についてお答えください。

Q3.1 ①効果的な治療薬やワクチンなどがないこと

Q3.2 ②検査（PCR検査）を受けたくても受けられないこと

Q3.3 ③持病や風邪などで、病院に行きたくても感染への不安を感じること

Q3.4 ④感染者が増えて病院などが対応能力を超えてしまうこと

Q3.5 ⑤日本でも、感染者の爆発的な増加が起こり得ること

Q3.6 ⑥感染拡大で都市の封鎖などの緊急事態が起こり得ること

Q3.7 ⑦いつまで続くのか、見通しがわからないこと

Q3.8 ⑧自分が感染したら、自身の情報が明らかにされ、批判や差別を受けるかもしれないこと

Q3.9 ⑨人々が自分勝手な行動を始めて、社会の秩序が保てなくなること

Q3.10 ⑩世界的な経済活動の停滞や、株価の急落などにより不況におちいること

意

識
Q4

感染症の拡大や社会

の混乱を防ぐために

大切だと思うこと

感染症の拡大や社会の混乱を防ぐために大切だと考えていることは何ですか。

　１．人が密集するような場所へ行くことを避ける

　２．人と接触するような機会・場所では距離をとる

　３．不要不急の外出を避ける

　４．買い物は近隣での最低限のものに留める

　５．必要以上に買いだめしたり、多くの店で買い込んだりしない

　６．微熱があったり、体調不良の際は会社を休む・外出をしない

　７．必要以上に診療所や病院に行かない

　８．感染症検査の趣旨や手続きを理解して対応する

　９．会議や集会では、換気や風通しを良くする

１０．ニュースや解説などの情報は、自分が信頼できる情報源を選ぶ

１１．うわさや伝聞にまどわされないようにする

１２．その他

１３．特にない

複数選択 基本行動における行動意識の把握

行

動
Q5 外出状況の変化

以下の中に、あなたが利用や参加などを控えているものはありますか。

　１．外食　　　　　　　　２．飲み会・宴会　　　　　　３．買い物

　４．旅行　　　　　　　　５．出張　　　　　　　　　　６．スポーツ観戦

　７．コンサートやライブ、演劇、映画の鑑賞　　　　　　８．スポーツジム

　９．冠婚葬祭　　　　　１０．カラオケ

複数選択 外出状況における行動変化

行

動
Q6

移動手段で利用を控

えているもの

以下の中に、あなたが利用を控えているものはありますか。

　１．電車の移動　　　　　　　　　　　　２．混雑時の電車の移動

　３．バスの移動　　　　　　　　　　　　４．混雑時のバスの移動

　５．タクシーによる移動　　　　　　　　６．飛行機による移動

　７．新幹線による移動

複数選択 交通手段における行動変化

行

動
Q7

感染防止のために自

身で気を付けている

こと

あなたご自身が、感染防止のために特に気をつけて行っていることは何ですか。

　１．手洗いやアルコール消毒

　２．手すりやドアノブなどに触れた指先で、目・鼻・口を触らない

　３．うがい　　　　　　　　　　　　　　４．咳エチケット・マスクの着用

　５．屋内の換気　　　　　　　　　　　　６．良く触れるものの消毒や洗浄

　７．同居者のタオル類の使い分け　　　　８．定期的な体温の測定

　９．その他　　　　　　　　　　　　　１０．特にない

複数選択 基本行動における行動変化

生

活

関

連

Q8
生活に影響が出てい

る項目

新型コロナウイルス感染症の問題に関して、あなたの生活に影響が及んでいるものはあります

か。

　１．子どもの学校や新学期などへの備え　　２．小さな子どもの保育先などの手配

　３．買い物での品薄・品切れ　　　　　　　４．日常の通院

　５．外出や移動　　　　　　　　　　　　　６．冠婚葬祭

　７．コンサートや観劇、スポーツ観戦等　　８．仕事の仕方

　９．経済や景気　　　　　　　　　　　　１０．漠然とした不安が続くこと

１１．その他　　　　　　　　　　　　　　１２．特にない

複数選択 具体的な問題点の把握

意

識

意

識

コロナ禍における心

身の状況

新型コロナウイルス

に感染することに対

しての具体的な不安

全般的な心身の状況把握

具体的な不安内容の把握

１．とても感じる

２．やや感じる

３．どちらともいえない

４．あまり感じない

５．まったく感じない

マトリックス

１．とても感じる

２．やや感じる

３．どちらともいえない

４．あまり感じない

５．まったく感じない

マトリックス

資料７



分類 番号 質問項目 質問文・選択肢 回答項目 回答方式 ※備考

資料７

生

活

関

連

Q9 世帯収入の変化

新型コロナウイルス感染症への対応が必要となる前を10割（100％）とした場合、あなたの世帯

では、現在の収入はどのくらいになりますか。

　１．変わらない　　　　　　　　　　　　 　２．７~9割（1~３割ほど減った）

　３．４~６割（４~６割ほど減った）   　　　４．１~３割（７~９割ほど減った）

　５．0（まったく収入がなくなった）　　　  ６．以前より増えた

選択 収入状況の変化の把握

新型コロナウイルス感染症への対応が必要となる前と比べて、あなたの世帯では、お買い物は

どのように変化しましたか。

Q10.1 ①食料品・飲料（酒類を含む）

Q10.2 ②出前（食べ物の宅配サービス）

Q10.3 ③外食（居酒屋などを含む）

Q10.4 ④衣料品・服飾品

Q10.5 ⑤医薬品・通院費

Q10.6 ⑥日用品（衛生用品、洗剤、日用雑貨、化粧品、文具など）

Q10.7 ⑦スマートフォン・携帯電話の利用料金

Q10.8 ⑧教育費（学費、塾費用のほか教材などの費用を含む）

生

活

関

連

Q11 生活様式の変化

今回の感染症の影響下において、新たに挑戦したり、取り組んだりしたことはありますか。

１．今までやれなかった日常生活に関わること（家の修繕等）に新たに取り組んだ

２．本格的な趣味（芸術、料理等）に挑戦した

３．オンラインでの発信（YouTube等）、オンラインでの交流（Zoom等）に新たに取り組んだ

４．教育・学習（新しい分野、技術、語学等）に新たに取り組んだ

５．ビジネス関係の勉強（資格取得、スキルアップ等）に新たに取り組んだ

６．ビジネス（起業、副業、新商品開発等）に新たに挑戦した

７．特に挑戦したり取り組んだりしたことはない

８．わからない

マトリクス

働

き

方

※ 勤務先
あなたの勤務先はどちらですか。

　１．市内で勤務　　　　　　　　　　２．市外で勤務

働

き

方

Q12
テレワーク等の実施

有無

今回の新型コロナウイルス感染症の影響下において、あなたの職場で経験した働き方をすべて

回答してください。

　１．テレワーク（100％）

　２．テレワーク中心（50％以上）

　３．定期的にテレワーク（出勤中心）

　４．基本的に出勤（不定期的にテレワーク）

　５．週４日、週３日などの勤務日制限

　６．時差出勤やフレックスタイムによる勤務

　７．特別休暇取得などによる勤務時間縮減

　８．その他

　９．いずれも実施していない

選択

働

き

方

Q13

テレワーク等による

仕事で良いと感じる

こと

職場で実施された働き方で、よいと感じることはどのようなことですか。

　１．外出による感染の心配を避けることができること

　２．混雑する電車やバスに乗らなくてよいこと

　３．移動や通勤にあてていた時間が有効に使える

　４．自分の生活時間と仕事のバランスがとりやすいこと

　５．在宅する子どもや高齢者の面倒をみられること

　６．体調不良がある際に、無理に出社する必要がないこと

　７．集中して仕事ができること

　８．会社が自分の健康や安全を考えてくれていると感じること

　９．その他

１０．特にない

複数選択

働

き

方

Q14

テレワーク等による

仕事で不都合や課題

を感じること

職場で実施された働き方で、不都合や課題を感じることはどのようなことですか。

　１．職場と比べて机や椅子など仕事がしやすい状態ではないこと

　２．用品や機器が不足すること

　３．インターネットなどの通信環境が不十分であること

　４．セキュリティ面の不安があること

　５．勤務時間が不明確になること

　６．生活と仕事のけじめがつきにくくなること

　７．仕事に関する報告や相談がしにくいこと

　８．会話や交流が減ること

　９．顧客との連絡や調整がしにくいこと

１０．出勤が自由にできないこと

１１．全ての仕事が在宅で済ませられるわけではないこと

１２．フレックスタイムにより不規則なリズムの生活となったこと

１３．その他

１４．特にない

コワーキングスペース等の需要確認

生

活

関

連

消費動向の変化 消費動向の変化の把握

１．以前よりかなり増え

た

２．以前よりやや増えた

３．以前と変わらない

４．以前よりやや減った

５．以前よりかなり減っ

た

マトリックス



分類 番号 質問項目 質問文・選択肢 回答項目 回答方式 ※備考

資料７

情

報
Q15

日常生活における情

報源

あなたが日常生活で、情報源としてよく利用しているものを教えてください。

　１．テレビ　　　　　　　　　　２．ラジオ　　　　　　　３．新聞

　４．固定電話、スマートフォン・従来型携帯電話による通話やメール

　５．LINE、Twitter、Facebook、InstagramなどのSNS

　６．インターネット(ホームページなど）　　　  ７．市区町村の広報誌

　８．市区町村などの相談窓口　　　　　　　　　９．医療機関（相談、通院など）

１０．タウン誌　　　　　　　　　　　　　　　１１．週刊誌など雑誌

１２．親しい人との口コミ　　　１３．その他　　　　　　１４．特にない

複数選択

災

害
Q16

避難所・避難場所へ

の行動意識

大雨や台風などで、お住まいの地域が風水害にあう危険性が高まった場合、市が指定する避難

所・避難場所などへの避難を行いたいと考えますか。

　１．市が指定する避難所・避難場所などへの避難をする

　２．市が指定する場所以外に避難する（自宅での安全確保を含む）

　３．避難しない

　４．わからない

選択

災

害
Q17

避難所・避難場所で

の感染症対策の重要

性

あなたは、避難所での感染症の発生や拡大の防止のために、どのような対策が重要だと思いま

すか。（○は３つまで）

　１．人同士が過密にならずに距離が保てること

　２．家族単位などで個別の空間が確保されること

　３．飛沫感染防止のためのシートで仕切られていること

　４．間仕切りなどでプライバシーが配慮されていること

　５．空調設備・換気装置が設置されていること

　６．受付時から継続的に体温を測定して健康状態の確認をすること

　７．避難者用のマスクや消毒用品が整備されていること

　８．駐車スペースを多く用意してマイカーでの車中泊ができること

　９．医師・看護師・保健師などの人材が常駐していること

１０．感染が疑われる人・濃厚接触者とそうでない人が分離できる構造であること

複数選択

行

政
Q18

行政により外出や移

動を制限する措置な

どが行われた場合の

影響

あなたが暮らす地域で、「人の外出や移動を制限する措置」が行なわれた場合、自分自身に影

響が大きいと思うのはどのようなことですか。

　１．仕事や事業（商業活動等）が続けられなくなる

　２．自宅に待機してもやることがなく暇をもてあます

　３．親など親族との行き来ができなくなる

　４．友人などとの交流機会が減る

　５．家族だけの時間が増え、摩擦が多くなる

　６．子どもの勉強の遅れや学力が低下する

　７．食料をはじめ生活必需品が不足する

　８．経済全体が大きな打撃を受ける

　９．その他

１０．特にない

複数選択 行動制限における市民への影響度


